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 唾液は1⽇に1〜1.5リットル分泌され、成
分の殆どが⽔ですが、その中にタンパク質
や電解質などいろいろな物質が含まれてい
ます。唾液の機能には、消化作⽤、抗菌作
⽤、粘膜保護作⽤および⾷塊形成作⽤など
があり⼝腔環境のみならず全⾝状態の維持
に⼤切な役割を果たしています。 
 特に唾液が持つ抗菌作⽤は、う蝕、⻭周
病や粘膜炎などの感染症予防に⼤切な役割
を担っています。このような唾液の機能に
ついては、以前より良く知られてきました
が、最近注⽬される機能として、唾液に新
型コロナウイルス感染を抑制する作⽤があ
ることが挙げられます。 
 すなわち、⼤阪公⽴⼤学のグループは、
唾液に新型コロナウイルスと細胞の接着を
抑制する作⽤があることを発⾒しました。
さらに、このグループは解析を進め、ウイ
ルスの接着を阻害する唾液中の物質を4種類
発⾒したそうです。このように、唾液には
新型コロナウイルス感染を予防する⼒があ
るということがわかってきました。 

 ただし、注意が必要なの
は、感染検査の検体として
唾液が使われていることか
らも明らかなように、感染
者の唾液には多数のウイル
ス粒⼦が存在している事実
です。実際、感染者の唾液腺にウイルス感
染が認められていることも報告され、私達
の研究でもその可能性が⽰唆されました
（https://www.showa-u.ac.jp/news/
nid00004666.html）。 
 したがって、感染者の唾液の取扱いには
これまで通り⼗分注意する必要があること
に変わりありません。 
 前述させていただきました通り、唾液が
新型コロナウイルス感染を予防することが
明らかとなりましたので、唾液の質を⾼め
るためにもしっかりと⼝腔清掃に務め、⼝
腔を清潔な状態に保つことが感染予防につ
ながります。 
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唾液の古くて新しいお話し 
臨床病理診断科 診療科⻑・教授 美島 健⼆     

 P1 巻頭⾔ 唾液の古くて新しいお話し 
 P2 診療科紹介 臨床病理診断科 
 P3 ⻭科トピック ⾼齢者⻭科 
 P4 公開講座開催報告 
   編集後記 

記事⾒出しの⾊分けをいたしました。 
   患者さん向け、  医療機関向け、  お知らせなど 
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 臨床病理診断科は、⻭学部⼝腔病理学部⾨
教授の美島健⼆を診療科⻑とし、⼝腔病理学
部⾨と兼任で以下の業務を⾏っています。 
病理組織診断︓ 
 病変の全部もしくは⼀部を採取したもの
を、顕微鏡にて詳細に観察することでどのよ
うな病変なのか（良／悪性、⼿術の必要性、
等）を決定する確定診断を⾏います。⼿術に
よる摘出が必要だと判断された場合は、摘出
された病変を更に細かく分割し、悪性度の再
評価や進⾏の程度等の診断を⾏います。 
細胞診︓ 
 病変の表⾯からこすり取った細胞や、深部
に位置する病変から注射針で採取した細胞
を、顕微鏡で形態を観察することで病変の良
悪の判定を⾏います。細胞診は診断に必要な
検体量が少ないため検体採取が容易ですが、
診断の確実性は病理組織診断に⽐べると劣り
ます。 
術中迅速診断︓ 
 ⼿術中に組織の⼀部を採取し、病変の診断
や⼿術範囲の決定あるいは病変の取り残しが
ないか等の判断を顕微鏡像から判断すること
で、外科⼿術の精度向上に貢献しています。 
 
 

開業医の先⽣⽅からの病理組織検査の受託︓ 
 開業医の先⽣⽅からの診断依頼をお引き受
けしております。採取された検体を固定液に
⼊れ、当科までご送付いただきますと、2週
間ほどで診断結果を返送いたします。検査に
は受託研究契約が必要となります。詳しくは
当科のホームページをご覧いただくか、お電
話・メールにてお問い合わせ下さいませ。 
 
 私どもは基本的に患者さんと直接お⽬にか
かる機会はありません。しかし、各診療科で
採取された病変を通じて患者さんと向き合っ
ています。病理診断の結果は治療⽅針の選択
や予後（医学的な経過の⾒通し）の予測な
ど、患者さんの          に直結
しています。 
 当院が質の⾼い医療を提供できるよう各診
療科と緊密な連携をとり、細⼼の注意を払い
診断を⾏っています。また、医系総合⼤学で
ある昭和⼤学の特徴を活かし、医学部臨床病
理診断学講座と連携して⼝腔疾患の診断等に
従事することで、精度の⾼い診断法の確⽴や
予後の予測に取り組んでおります。 

臨床病理診断科 診療科⻑補佐・助教 鯨岡 聡⼦   
診療科紹介︓臨床病理診断科 

臨床医と顕微鏡をみながらのディスカッション ⼝腔病理学部⾨スタッフ 

臨床病理診断科ホームページ 
https://www.showa-u.ac.jp/SUHD/department/list/pathology/ 

Quality of life （QOL） 
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 ⾼齢者⻭科では主にご⾼齢の⽅（65歳以
上）を担当しております。⾼齢期のお⼝の問
題で最も多いのは⾷事の問題です。誰でも、
年をとっても「おいしく⾷べる」ことは、毎
⽇の⽣活における⼤事な楽しみです。 
 ところが年齢を重ねると、⾊々なお⼝の問
題とお体の問題が複雑にからみあうことで、
おいしく⾷べることが難しくなる場合があり
ます。⾼齢者⻭科では、ご⾼齢の⽅に多いお
⼝の問題（⼊れ⻭、⼝腔ケア、噛む・飲み込
みの機能など）に総合的に対応することで、
少しでも「おいしく⾷べる」ことのお⼿伝い
をさせていただきます。 
 特に、⼊れ⻭（義⻭）の問題はご⾼齢の⽅
に⾮常に多い問題です。揺れてる⻭を無理に
残すよりは、ピッタリあった良い⼊れ⻭の⽅
が、⾷事が摂りやすくなることも多いです。
たとえ⻭が⼀本もない総⼊れ⻭になっても
⾊々な対応⽅法がありますので、ぜひ⼀度ご
相談ください（写真1）。 
 また、⼊れ⻭を使いこなすためには、お⼝
の機能をきちんと管理することが⼤事です。
お⼝の機能は年齢や病気によって低下するこ
とがわかっており、これをオーラルフレイル

（お⼝の機能の複合的な低下）と⾔います。
オーラルフレイルは、全⾝の健康に関連する
ことが分かっています。⾼齢者⻭科では、お
いしく⾷べる楽しみを守るために、内科クリ
ニックとも連携し、お⼝と全⾝の両⾯から患
者さんの健康管理をお⼿伝いいたします。 
 2022年4⽉からは50歳以上の⽅が⼝腔機
能低下症の検査の対象になっていますので、
ぜひ当科で⾏っている “⼝腔機能低下症” の
検査を受けることをお勧めいたします（写真
2）。 
 さらに、⻭科病院の患者さんで近隣にお住
まいの⽅が、要介護状態等の状況になり、⻭
科病院への通院が困難になった場合には、地
域の⻭科医院と連携しながら、訪問診療に
よって⾷事やお⼝の問題に対応できる場合も
あります。ご⾃宅や施設などに⾼齢者⻭科の
スタッフがお伺いして、⼊れ⻭、⼝腔ケア、
⾷事の指導などができますので、担当医にご
相談ください。 
 当科では、⽇本⽼年⻭科医学会、⽇本補綴
⻭科学会、⽇本摂⾷嚥下リハビリテーション
学会の専⾨医・認定医を中⼼に他の診療科と
も連携して対応にあたります。 

⾼齢者⻭科 准教授 古屋 純⼀   
⻭科診療トピック ⾼齢者⻭科 

 

写真2 ⼝腔機能低下症の検査 写真1 上下の総⼊れ⻭ 
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 レンコンの⽇本⼀の産地はご存知でしょうか。複数の⽳を持つ特徴的な形態か
ら「先を⾒通せる」と縁起が良いとされる根菜ですね。収穫量⽇本⼀は茨城県
で、⽇本で⼆番⽬に⼤きな湖（霞ヶ浦）周辺が産地として知られています。 
 レンコンのサクサクとした⼼地良い⾷感をお楽しみいただけるよう、お⼝の健
康を⼤切になさっていただければと存じます。（K.J） 

 2022年10⽉15⽇（⼟）13:00から当院6階
臨床講堂において公開講座が開催されまし
た。コロナウイルス感染拡⼤によって昨年度
までWeb配信で開催されており、3年ぶりに対
⾯講義としての開催となりました。 
 当⽇、受講者の皆様には体温測定や健康状
態の申告などをお願いし、30分ごとに換気に
ご協⼒いただきながらの開催となりました
が、講義ごとの質疑応答時間には参加された
受講者から活発な質問が寄せられました。 
 講演内容は、マイヤース三恵准教授（医科
⻭科連携診療⻭科）からは【体の病気と⻭科
治療】、岩佐⽂則准教授（補綴⻭科）からは
【専⾨医が診る⼊れ⻭外来】、永⾥咲恵衛⽣
⼠（⻭科衛⽣室）からは【お⼝の健康を育む
⽅法】という演題でそれぞれ約30分の講演を
いただきました。公開講座終了後、受講者に
は受講証授与と⻭科⽤品が贈呈され、好評の
うちに幕を閉じました。 

 受講者アンケートでは「⼝腔内の状態が病
気の発⾒につながり、昭和⼤学の病院で治療
ができ、回復したという話に感動しました。
また、がんになってから⼝腔ケアを始めるの
ではなく、定期的に⻭科で診ていただくこと
が⼤切だと思いました」、「いろいろな⼊れ
⻭があることを知ることができ、昭和⼤学⻭
科病院で作っていただける先進義⻭外来がで
き、ありがたいです」、「⾍⻭、⻭周病の絵
が⼤きくわかりやすかったです。お⼝の体操
をしたり、⾷べる姿勢で誤嚥性肺炎の予防が
できることがわかり、よかったです。⻭磨き
の⽅法、⻭磨き粉や⼊れ⻭の管理⽅法の情報
がありがたかったです」などの感想をいただ
きました。 

病院広報委員会 
2022年度 公開講座 開催のご報告 

事務課管理係 
ボイラー祭 開催報告 

 2022年11⽉4⽇（⾦）17:00よ り、1号 棟
の地下2階にてボイラー祭が執り⾏われまし
た。 
 ⾺場病院⻑と職員が参加し、機器の安全運
転と職員の健康を祈願いたしました。 

編 集 後 記 

昭和⼤学公開講座の様⼦ 

ボイラー祭の様⼦ 


